
[特集にあたって]

大気汚染の問題は,古 くて新しい問題である。わ

が国では,か つて,足 尾や別子などの銅山の煙告や

高度成長期における四日市喘息などが問題化 した

が,1960年 代になって,煤 煙規制法 (1962)や公

告去【本法 (1967),大気汚染防止法 (1968)などの法

整備が進み,煤 塵や硫黄酸化物などの汚染は改善し

た。しかし, 自動車の排ガスなどに原因する光化学

オキシダントの環境基準達成率は,現 在でもきわめ

て低 く,今 でも年間延べ日数で 100数十件程度の

注意報の発令がある。

一方,新 興国の経済の発展に伴って,大 気汚染が

地球規模の問題になってきている。ヨーロッパでは,

近隣諸国への越境大気汚染の問題が以前から顕在化

していたが,近 年,経 済発展が著しいアジア各国で

も国内の大気汚染が深刻化し,ま た国境を越えて近

隣諸国に影響を及ぼす可能性がある。わが国は,特

に西側に中国や韓国などの経済発展の著しい国があ

り,ls~西風に乗って越境大気汚染の影響が懸念され

る。そこで,本 特集では,グ ローバル大気汚染の間

題に関して,東 アジア地域を中心にその現状を紹介

するとともに,大 気汚染による植生影響とその広域

評価法について取り上げる。また,トピックとして,

光化学オキシダントの生成に関係する揮発性炭化水

素ガスの植物による吸収と放出についても紹介する。

最初に,グ ローバル大気汚染の視点から,金 球お

よび東アジアにおける衛呈観測による対流岡の二酸

化窒素の分布を示し,北 米束部,ヨ ーロッパ,東 ア

ジアでの汚染が広域化していることを紹介する。特

に東アジアでは,中 国の華北平原や長江デルタなど

中東部の汚染が深刻で,韓 国のソウルや日本の首都

圏,近 畿圏などでもホットスポットが見られ,汚 染

が広 く東アジア全体に広がっていることがわかる。

このため,衛 星観測だけでなく,地 上での観測網の

整備が必要とされる。ここでは,10年 の実績のあ

る東アジア酸性雨モニタリングネットワークの現状

と今後の展望について紹介する。

次に,わ が国における広域大気汚染観測の現状と

して,全 国環境研協議会の酸性雨広域大気汚染調査

研究部会の活動を紹介する。国内では,環 境省が全

国的な名itド期を行っているが, この部会は,地 方自治

体の環境研究者の集まりとして20年にわたって全

国各地の硫確イオンや硝酸イオンなどの沈着量を調

べ,近 年,西 日本や日本海側で中国や朝鮮半島から

の1眠境 ブエt汚ツtの彬幣が 'くきヽヽことを1岳1高してとヽる

統!liへの形帯につt てヽはゃまず,|||くu79命林を横

ヵ文している樹 イくの成とこ.北 riナ友なと」)生早世熊古とや,t

埜|サt態に対するオ ノ`ンと般性降 ド物」)1じ押を紹介す

る:慨 純によってオウンにヤ、十する成上tへの彬帯かTt

なること, また設111降ド物を思忙 した4芸 付る11のF止

崚によリオツンのli多絆が;itなることをジこ験的にホ

す。特にカラマツでは牛幸【|十ヽ町|十によ|)彬響が子を和|き

れるが,フ すでは夜上こ彬料が料 '(する。

よ需へのオツン影糾についても.1111距|1村えtが末き

い。
“
コシヒカリ

"や “
11本脚li"などの品種では収 tit

への影響が小さく,“きらら
"や い

Jothi",“Kasalath"

などの品種では影響が大きい。玄米の品駁ては,影

響が大きい
“
きらら

"で
は,オ ゾン濃度の上昇によ

り未熟粒が増加 し,ま たタンパク質含埜の増加によ

り食味品質が低下する。また,オ ゾン1帆点露によって

稲わら中のリグエンやフェノール類が増加 し,飼 料

価値が低下する可能性がある。

植物は異なる環境ス トレス因子にさらされた場合

に,特 異的な生理反応を示す。これらの生理反応の

多くは,さ まざまな遺伝子発現により引き起こされ

ることが知られている。この環境ス トレス因子の進

いによる退伝子発現の違いをDNAア レイを用いて

診断する方法が検計iされている。大気汚染ガス成分

のほか,乾 燥や塩,紫 外線などの環境ス トレスに特

異的に発現応答する可能性がある遺伝子について相
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最後に, トピックとして,光 化学オキシダント
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デ〕ヽについては,わ からないことが多い。


